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社説 iki shinpou

観
光
も
人
づ
く
り

　
郷
ノ
浦
町
、
弁
天
崎

公
園
が
見
渡
せ
る
位
置

に
あ
る
ホ
テ
ル
、
ア
イ

ラ
ン
ド
壱
岐
１
階
の
レ

ス
ト
ラ
ン
・
愛
ら
ん
ど

に
、
疲
れ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
ゆ
っ
く
り
ラ
ン

チ
で
も
―
と
出
か
け
た
。

　
秋
晴
れ
の
空
の
下
、

窓
を
透
か
し
て
見
え
る

弁
天
崎
公
園
の
紅
葉
し

か
か
っ
た
サ
ク
ラ
の
葉

が
、
陽
の
光
を
浴
び
て

輝
き
舞
う
風
に
な
び
い

て
、
ま
る
で
海
中
を
群

れ
を
成
し
て
塊
と
な
り
、

捕
食
す
る
魚
か
ら
身
を

守
る
小
魚
の
イ
ワ
シ
や
ア
ジ
の

群
れ
の
よ
う
に
見
え
、
風
向
き

に
翻
弄
さ
れ
る
よ
う
に
見
え
る

様
子
が
何
と
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
で

美
し
く
も
あ
り
、
注
文
の
料
理

が
並
ぶ
ま
で
し
ば
ら
く
見
入
っ

て
い
た
。

　
そ
の
サ
ク
ラ
を
眺
め
て
い
る

時
は
、
壱
岐
の
島
に
い
る
こ
と

を
忘
れ
、
ど
こ
か
へ
旅
に
行
き

そ
の
旅
先
で
、
そ
う
し
た
光
景

を
見
て
い
る
よ
う
な
、
錯
覚

に
陥
っ
て
い
る
よ
う
な
気
分
に

な
っ
た
の
と
同
時
に
、
ふ
ら
り

と
友
人
や
気
の
置
け
な
い
音
楽

仲
間
ら
に
で
も
会
い
に
、
ま
た
、

以
前
世
話
に
な
っ
た
兵
庫
県
赤

穂
の
寺
、
思
い
出
深
い
街
並
み

が
あ
る
国
立
、
行
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
地
へ
と
旅
に
出

た
い
―
と
い
う
思
い
が
湧
い
て

き
た
。

　
こ
う
し
た
仕
事
を
し
て
い
る

と
そ
れ
も
な
か
な
か
難
し
い
が
、

今
は
ち
ょ
う
ど
秋
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
の
真
っ
た
だ
中
で
も
あ
り
、

日
刊
紙
に
は
大
き
な
ス
ペ
ー
ス

を
使
っ
て
、
温
泉
と
紅
葉
、
名

物
料
理
を
組
み
合
わ
せ
た
商
品

や
大
型
客
船
を
利
用
し
た
も
の
、

格
安
の
海
外
旅
行
、
そ
の
逆
に

高
額
な
国
内
旅
行
な
ど
、
多
様

な
観
光
の
広
告
が
多
く
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

　
観
光
に
関
し
て
は
以
前
、「
観

光
と
い
う
言
葉
は
日
本
で
つ
く

ら
れ
た
言
葉
で
、
地
域
づ
く
り
、

人
づ
く
り
を
意
味
し
、
中
国
の

周
代
に
成
立
し
た
占
い
の
書
で
、

陰
・
陽
を
組
み
合
わ
せ
て
自
然

と
人
事
の
諸
現
象
を
著
し
、
宇

宙
の
法
則
を
説
く
易
経
に
『
観

国
之
光
　
利
用
賓
干
王
』
＝
国

の
光
（
地
域
・
自
国
の
よ
さ
を

観
（
し
）
め
す
こ
と
は
、（
王
が
）

お
客
様
の
も
て
な
し
に
よ
い
こ

と
だ
＝
と
あ
り
、
そ
れ
は
国
の

光
を
観
（
み
）
る
こ
と
観
（
し
）

め
す
こ
と
に
よ
る
国
づ
く
り
、

人
づ
く
り
、
国
威
発
揚
の
意
味

が
あ
る
。
今
、
島
民
が
、
伝
統

や
文
化
を
継
承
し
な
が
ら
、
新

た
な
歴
史
・
伝
統
、
景
観
・
環

境
を
創
る
と
い
う
認
識
を
持
つ

こ
と
が
望
ま
れ
る
」
な
ど
と
し

た
講
演
を
聴
講
し
た
こ
と
が
あ

る
。

　
こ
の
頃
週
末
に
よ
く
大
型
の

観
光
バ
ス
を
見
か
け
る
が
、
旅
、

旅
に
は
、
国
の
光
、
人
々
の
輝

き
を
見
に
行
く
、
学
び
に
行
く

と
い
っ
た
方
向
も
含
ま
れ
て
い

よ
う
。
壱
岐
の
場
合
は
、「
壱

岐
の
輝
き
」
を
観
る
、
観
め
す

こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
壱
岐
の
光
・
輝
き
を
、
関

係
者
だ
け
で
な
く
多
く
の
市
民

が
知
っ
て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
、

そ
れ
が
も
て
な
し
の
心
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
市

民
が
主
役
で
あ
る
。

　
目
指
す
は
九
州
の
頭
上
に
輝

く
月
の
よ
う
な
大
き
な
存
在
感

と
魅
力
を
持
っ
た
島
。
そ
の
た

め
に
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
や
は
り
人
（
自
分
）
づ
く

り
で
あ
る
。

市
外
か
ら
も
多
数
参
加
、
熱
戦

い
き
い
き
１
０
０
歳
カ
ッ
プ
テ
ニ
ス
大
会

西
戸
Ａ
が
団
体
Ｖ

勝
本
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

勝
本
西
戸
Ａ
が
優
勝

＝
県
社
会
保
険
協
会
杯
＝

壱
岐
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

プレーを楽しむ選手たち

和気あいあいをプレーする選手たち

和気あいあい、熱戦展開
＝県社会保険協会杯＝
第20回ソフトバレーフェスタ

出
場
チ
ー
ム
募
集

壱
岐
っ
娘
杯
旗

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

◎
日
曜
営
業

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド【
４
日
】

▼
郷
ノ
浦
町
▽
辻
川
石
油
▽
永

富
石
油

▼
勝
本
町
▽
村
川
石
油
▽
江
見

石
油

▼
芦
辺
町
▽
中
野
石
油
▽
市
山

石
油

▼
石
田
町
▽
江
口
石
油

□
訂
正

▽
10
月
19
日
号
１
面
、
市
消

防
団
・
石
田
地
区
第
２
分
団

第
３
小
隊
の
全
国
優
勝
・
凱

旋
パ
レ
ー
ド
の
記
事
中
、
江

口
節
代
さ
ん
の
名
前
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

 

壱
岐
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟
と
（
財
）
県
社
会
保
険
協

会
が
主
催
す
る
「
県
社
会
保
険

協
会
杯
・
壱
岐
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

28
日
、
石
田
町
、
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
27
チ
ー
ム

１
５
３
人
が
出
場
し
て
、
和
気

あ
い
あ
い
の
中
に
も
熱
戦
が
展

開
さ
れ
た
。

　
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
年

齢
、
性
別
、
体
力
、
経
験
技
術

を
問
わ
ず
、
ボ
ー
ル
ひ
と
つ
で

心
と
心
を
つ
な
ぎ
笑
顔
と
出
会

う
こ
と
が
出
来
る
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
、
競
技
を
通
じ
世
代
間
の

交
流
と
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ

と
目
的
に
行
わ
れ
、
ゲ
ー
ム
は

▽
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ビ
ギ
ナ
ー
（
６

チ
ー
ム
）、
フ
リ
ー
（
１
）
▽

ト
リ
ム
・
フ
リ
ー
（
14
）、
シ

ル
バ
ー
（
６
）
の
４
ク
ラ
ス
で

行
わ
れ
た
。

　
第
20
回
の
節
目
の
大
会
を
制

し
優
勝
、
準
優
勝
し
た
チ
ー
ム

は
次
の
通
り
。

【
レ
デ
ィ
ー
ス
】

▼
ビ
ギ
ナ
ー
・
①
は
ま
ゆ
う
Ａ

②
す
ま
い
る

▼
フ
リ
ー
・
①
は
ま
ゆ
う
Ｅ

【
ト
リ
ム
】

▼
フ
リ
ー
・
①
卑
弥
呼
②
Ｂ
ア

ン
Ｇ

▼
シ
ル
バ
ー
・
①
コ
ス
モ
ス
②

は
ま
ゆ
う
Ｂ

　
第
48
回
壱
岐
オ
ー
プ
ン
テ
ニ

ス
大
会
「
い
き
い
き
１
０
０
歳

カ
ッ
プ
テ
ニ
ス
大
会
」
（
同
大

会
実
行
委
員
会
主
催
）
が
10
月

20
日
と
21
日
の
両
日
、
郷
ノ
浦

町
、
大
谷
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
開

か
れ
た
。

　
同
大
会
は
、
満
年
齢
の
合
計

が
１
０
０
歳
を
超
え
る
ペ
ア
を

対
象
に
男
女
の
ダ
ブ
ル
ス
で
行

わ
れ
、
コ
ー
ト
で
は
熱
戦
が
展

開
さ
れ
た
。

　
大
会
の
お
も
な
成
績
は
次
の

通
り
。

【
男
子
】

▽
優
勝
＝
八
十
嶋
・
坂
口
（
壱

岐
フ
リ
ー
・
壱
岐
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
▽
準
優
勝
＝
西
村
・
吉
田
（
諫

早
ス
マ
ッ
シ
ュ
）
▽
３
位
＝
山

本
・
松
田
（
同
）

▼
Ｂ
ク
ラ
ス
▽
優
勝
＝
大
前
・

高
口
（
壱
岐
フ
リ
ー
）
▽
準
優

勝
＝
加
治
屋
・
末
永
（
諫
早
ス

マ
ッ
シ
ュ
・
壱
岐
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
）
▽
３
位
＝
吉
川
・
藤
田
（
壱

岐
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
）

【
女
子
】

▽
優
勝
＝
坂
下
・
黒
木
（
北
九

州
三
萩
野
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
）
▽

準
優
勝
＝
目
良
・
平
田
（
壱
岐

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
・
石
田
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
）
▽
３
位
＝
松
見
・
高

尾
（
北
九
州
三
萩
野
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
）

▼
Ｂ
▽
優
勝
＝
山
本
・
山
下
（
諫

早
ス
マ
ッ
シ
ュ
）
▽
準
優
勝
＝

中
山
・
小
嶋
（
壱
岐
フ
リ
ー
・

壱
岐
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
）
▽
３
位

＝
石
松
・
田
中
（
諫
早
ス
マ
ッ

シ
ュ
）

　
壱
岐
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

会
、
県
社
会
保
険
協
会
が
主
催

す
る
第
11
回
「
県
社
会
保
険
協

会
杯
・
壱
岐
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
28
日
、
石
田
町
、
筒

城
ふ
れ
あ
い
広
場
特
設
コ
ー
ス

開
か
れ
、
選
手
た
ち
は
秋
晴
れ

の
下
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫

し
た
。

　
大
会
に
は
、
今
回
最
高
齢
の

選
手
と
な
る
91
歳
の
豊
田
保
明

さ
ん
＝
最
高
年
齢
賞
受
賞
＝
が

石
田
本
村
Ａ
チ
ー
ム
か
ら
出
場

す
る
な
ど
、
全
体
で
32
チ
ー
ム

１
６
７
人
が
出
場
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
に
も
そ
れ
ぞ
れ
が

自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し
た
好

ゲ
ー
ム
を
展
開
し
た
。

　
団
体
の
部
の
優
勝
チ
ー
ム
は

勝
本
西
戸
Ａ
（
渡
野
栄
、
松
本

忠
範
・
野
元
春
文
・
竹
田
頼

政
・
吉
武
芳
範
）、
ス
コ
ア
・

２
４
０
。
準
優
勝
・
物
部
、
同

２
４
４
、
3
位
・
石
田
昭
和
町
、

同
２
４
５
。

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】

▽
２
回
達
成
者
・
植
村
勝
（
石

田
池
田
西
）

▽
１
回
達
成
者
・
柿
本
涼
子
、

山
下
初
代
、
加
勢
田
紀
子
、
松

本
良
子
、
吉
井
紀
子
、
横
山
文

雄
、
沢
田
サ
エ
子

　
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催

の
第
17
回
壱
岐
っ
娘
杯
旗
争
奪

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
18

日
、
郷
ノ
浦
町
、
大
谷
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
専
用
球
場
で
開
か
れ
る

が
、
同
協
会
は
12
日
午
後
５
時

ま
で
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
て

い
る
。

　
出
場
資
格
は
、
20
歳
代
４

人
、
30
歳
代
３
人
、
40
歳
代
２

人
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
、

大
会
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
。

参
加
料
５
０
０
０
円
。
お
参
加

申
し
込
み
や
問
い
合
わ
せ
な
ど

詳
し
く
は
同
協
会
事
務
局
・
市

国
体
準
備
室
内
、
目
良
顕
隆
さ

ん
（
電
話
０
９
２
０
―
45
―

１
１
１
１
、
携
帯
０
９
０
―

３
０
７
９
―
７
９
２
１
）
へ
。

　
勝
本
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
協
会
（
福
田
和
市
会

長
）
主
催
の
「
大
会
勝
本
町

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

が
10
月
23
日
、
同
町
、
Ｂ
＆

Ｇ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
、

23
チ
ー
ム
出
場
し
て
開
か

れ
、
団
体
の
部
は
西
戸
Ａ
が

優
勝
し
た
。

　
第
19
回
目
と
な
る
今
大

会
の
主
な
成
績
は
次
の
通

り
。

【
個
人
】
（
）
内
は
打
数
。

▽
①
竹
田
頼
政
（
35
）
②
浦

崎
義
博
（
36
）
③
松
本
英
光

（
39
）
④
松
本
忠
範
（
39
）

【
団
体
】

▽
①
西
戸
Ａ
（
２
１
０
）

②
絆
（
２
２
０
）
③
本
仲

Ａ
（
２
２
１
）
④
本
仲
Ｃ

（
２
２
９
）

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】

▽
26
人

【
ラ
ッ
キ
ー
賞
】

▽
東
Ａ
、
い
で
湯
Ａ
、
黒
瀬

Ｂ

◎
忌
明
寄
付

（
敬
称
略
）

▽
福
岡
県
粕
屋
郡
志
免
町

桜
丘
、
中
山
治
（
亡
叔
父
・

山
川
兼
彦
）
・
市
社
協
郷
ノ

浦
事
業
所
、
渡
良
西
触
公

民
館
へ

▽
勝
本
町
布
気
触
、
加
勢

田
啓
（
亡
父
・
昇
）
・
市
社

協
勝
本
事
業
所
、
布
気
触

公
民
館
、
布
気
三
和
会
へ

▽
勝
本
町
布
気
触
、
本
城

学
（
亡
父
・
治
一
）
・
市
社

協
勝
本
事
業
所
、
湯
ノ
浦

公
民
館
、
湯
ノ
本
湯
ノ
浦

老
人
ク
ラ
ブ
（
泉
会
）
へ

▽
芦
辺
町
諸
吉
二
亦
触
、

重
井
マ
サ
子
（
亡
夫
・
千

秋
）・
市
社
協
芦
辺
事
業
所
、

諸
吉
内
坂
公
民
館
へ

▽
芦
辺
町
箱
崎
大
左
右

触
、
川
村
邦
廣
（
亡
母
・

ツ
ネ
子
）・
市
社
協
芦
辺

事
業
所
、
瀬
戸
桜
木
町
公

民
館
、
瀬
戸
向
桜
木
老
人

ク
ラ
ブ
へ

◎
寄
付

▽
勝
本
町
仲
触
、
中
田
千
鶴

さ
ん
は
、
福
祉
事
業
に
役
立

て
て
と
市
社
協
勝
本
事
業
所

へ
金
一
封

○
お
た
ん
じ
ょ
う

慶
　
　
弔

（
22
日
～
28
日
　
届
け
出
分
）

【
勝
本
町
】

▽
山
口
結
那
（
ゆ
い
な
）
ち
ゃ

ん
／
裕
史
・
勝
本
浦

●
お
く
や
み

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
黒
岩
利
明
さ
ん
（
78
）
大
原

触【
勝
本
町
】

▽
坂
口
智
恵
子
さ
ん
（
83
）
大

久
保
触

▽
豊
坂
正
能
さ
ん
（
87
）
東
触

▽
石
村
静
江
さ
ん
（
85
）
本
宮

仲
触

【
芦
辺
町
】

▽
髙
田
清
治
さ
ん
（
82
）
深
江

栄
触


